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 世界からも評価の高い我が国の学校教育を持続可能なものとし、教師が子供た

ちの指導に使命感を持ってより専念できるように、先週の金曜日に中教審からい

ただいた答申を踏まえて、学校における働き方改革を強力に推進することが必要

です。 

 

 学校の働き方改革はここからがスタートです。そのため、本日の第１回目の「学

校における働き方改革推進本部」の開催に当たり、まず私から配布させていただ

いた通り、答申を踏まえ働き方改革を強力に進める旨の「大臣メッセージ」を出

させていただきました。 

 

 学校や教育委員会に「お任せ」ということでは残念ながら働き方改革は進まな

いと考えます。教師が教師でなければできないことに全力投球していただく。そ

のために、文部科学省がしっかりと役割を果たし、地域や保護者をはじめとする

社会全体に対し、何が教師本来の役割であるのかというメッセージをしっかりと

発信していく必要があります。例えば、働き方改革に関する動画メッセ―ジを文

部科学省のホームページにアップする、あるいはメディアの皆様ともしっかりと

連携していく。こうしたことなど、文部科学省が学校と社会の連携の起点・つな

ぎ役としての役割をしっかりと前面に立って果たしていく必要があると考えてお

ります。 

 

 また、本推進本部の本部員一人一人が手分けをしながら、各府省、教育関係団

体、スポーツ・文化関係団体、経済団体などに対して、学校における働き方改革

を推進するために対話をし、働きかける必要があります。 

 

 さらに、来年度政府予算案を足がかりに、教職員定数の改善などの一層の条件

整備を図るとともに、教育課程や教員免許などの教育制度も必要に応じて、大胆

に緩和などの見直しをする必要があると考えております。 

 

 本推進本部の本部員におかれては、固定概念にとらわれずに、立場を超えて知

恵を出し合うとともに、自らの職務権限を十二分に活かして働き方改革を推進し、

教師や子供たち、保護者、あるいは地域の方々がその成果を実感できるよう、そ

して前向きに取り組んでいただけるように頑張っていただきますよう、お願い申

し上げます。以上です。 



『家庭・地域の宝である子供たちの健やかな成長に向けて』 
～ 学校における働き方改革の実現 ～ 

≪文部科学大臣メッセージ≫ 
 

1 月 25 日、中央教育審議会から、学校における働き方改革の推進
に係る提言をいただきました。これを受けて、文部科学省は学校が
引き続き、質の高い教育を提供し続けられるよう取組を加速化して
まいります。 
 

今、学校現場では、教師の長時間勤務の深刻な実態があり、働き
方改革は待ったなしの状況です。“子供たちのため” を合言葉に、 
これまで志ある教師たちがその使命感から、様々な社会の要請に応
えてきましたが、過労死に至ってしまうような痛ましい事態もあり、
ここで教師の働き方を変えなければなりません。働き方改革はこれ
からも、志高く能力のある方々が教師の道を選び、我が国の学校が
さらに充実・発展するためにも不可欠になっています。 
 

これは Society 5.0 といった変化の激しい時代を生きる子供たち
に“たくましく生きる力”を育むためにも重要です。教師は本分であ
る学習指導をはじめとする教育活動にこれまで以上に力を注ぐ必要
があります。 
 

こうした中で、朝早くからの登校指導や夜間・休日の見回り、勝
つことだけを重視し長時間の練習を行う部活動、運動会等の過剰な
準備など、必要な授業の準備時間が削られてまで教師が行うことで
しょうか。“子供たちにとって真に必要なものは何か”、優先順位を
つけて大胆に業務を減らし、家庭や地域の御協力を得ながら、社会
全体で子供たちを育む体制が不可欠です。 
 

皆さんの住む地域の学校で、教師たちが毎日子供たちの前でいき
いきと教壇に立てるよう、力を合わせていきましょう。そして、こ
れからも優秀な若者が教師になりたいと思えるよう、教師の仕事を
より魅力的なものにしていきましょう。文部科学省としても、積極
的な情報発信や関係者への働きかけ、教育制度の在り方の大胆な見
直しや条件整備をしっかり行うなど、全力を尽くして取り組んでま
いりますので、是非、学校における働き方改革に御理解・御協力を
お願いします。 
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